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1．本業務の概要 

本業務は、新庄河川事務所所管の最上川水系角 

川・銅山川流域における砂防設備等において、過年 

度との状況変化の有無の確認を目的としたものであ 

り、角川流域（46 施設）及び銅山川流域（63 施設） 

の砂防施設等の主堰堤、副堰堤、水叩、側壁、法面、 

護岸、周辺地山、管理用道路等について状況変化の 

有無の確認を行ったものである。 

また、豪雨や地震の発生に伴う、所定の砂防施設 

及び豊牧地すべり防止区域の状況変化の確認も行っ 

た。砂防施設の多くは、急峻な地形の場所にあるた 

め、安全確保に向けた対策方法について発表する。 

 

 

2．安全対策について 

 （1）安全講習会の実施 

     弊社では、応急手当普及員による「普通救命講習会」を開催し、AED よる心肺蘇生法、止

血法、骨折手当、搬送法などを学び、普通救命講習の認定を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          写① 普通救命講習会            写② 普通救命講習会 



 （2）作業着手前の安全対策会議の実施 

     定期状況把握に着手する前に作業従者とのミーティングを行い、腕章着用の徹底、危険箇

所の確認及び衛星携帯電話の使用方法の確認を実施した。 

また、現場において作業前ミーティングを行い、危険個所の確認、作業手順等の確認、草

払機の点検等を実施し、事故防止に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

        写③ 全体ミーティング           写④ 現場ミーティング 

（3）滑落防止対策 

     砂防堰堤の状況を把握にあたっては、急峻な地形を移動しなければならない箇所がある。

安全な移動を第一に「安全ロープ」を使用し滑落防止に努めた。 

また、足元が少しでも滑らないようにスパイク付長靴を着用した。 

 

 

 

 

 

 

 

      写⑤ 安全ロープ使用状況         写⑥ 安全ロープ使用状況 

  （4）蜂・熊対策 

     砂防施設は、山間部に多く設置されており、施設周辺も樹木等が生い茂っており、熊やハ

チに遭遇する危険がある。このため、下記の対策を行い被災防止に努めた。 

 

① 「ポイズンリムーバー（毒吸引器）」の携帯 

 蜂に刺された場合、医療機関に受診するまでの応急処置として「ポイズンリムー

バー」により蜂の毒を吸い出す。 

② 鈴、携帯ラジオ、爆竹を携帯 

熊対策として、鈴、携帯ラジオ、爆竹を携帯し、人間の存在を知らせる。また、携

帯ラジオについては、電波のノイズの発生から半径約 50km 以内の雷を探知でき、雷

対策にも役立つ。 



 

 

 

 

 

 

        写⑦ ﾎﾟｲｽﾞﾝﾘﾑｰﾊﾞｰ等            写⑧ 爆竹、鈴、ラジオ 

 

  （5）緊急時の連絡方法 

     砂防施設エリア内では、携帯電話の不感地帯が多くある。そのため、山間部等に適応した

衛星携帯電話を携帯し、緊急時の連絡体制を確保した。 

 

 

 

 

 

 

 

         写⑨ 電波確認状況           写⑩ 衛星携帯電話 

 

  （6）熱中症対策について 

     作業は、6 月中旬から下旬に実施するため、熱中症対策として、塩飴及び経口補助飲料

「OS-1」等を常備し、こまめな水分補給を心掛け、休憩は木陰を利用するなど熱中症予防

に努めた。 

 

3．マルチコプターの活用 

銅山川流域の石抱砂防堰堤周辺は急峻な地形であり、砂防堰堤に到達できないため、これまで

は、堆砂敷に設置されている肘折発電所の取水口施設より双眼鏡での状況把握を実施していた。

この方法では、主堰堤及び副堰堤等の精度の高い確認ができなかったことが課題となっていた。

そのため、今回は安全に精度良く確認するための方策としてマルチコプター（UAV）による状況

把握を試みた。 

 

（1）マルチコプター使用条件 

    マルチコプターは、現場周辺環境により機体との送受信 

する電波が遮断される恐れがある事から、下記事項に留 

意する必要がある。                  写⑪ マルチコプター 



① 防災無線・携帯電話の基地局 

② 送電線の有無 

③ 市街地でない事                  

④ 安定した飛行を行うため、GPS 衛星の補足の有無  

  

（2）飛行計画 

飛行条件を確認し、飛行可能と判 

断したため、飛行計画を作成した。 

飛行計画において、下記の事項に 

留意し、飛行ルート及び撮影位置、 

離着陸場所の選定を行った。 

 

●留意事項 

① ﾊﾞｯﾃﾘｰに余裕のある飛行時間及

び飛行経路である事。 

② 飛行中、常に目視できるルートで

ある事。                       図① ﾌﾗｲﾄ計画図 

 

（3）マルチコプターによる撮影結果 

マルチコプターは、天候が雨・雪の場合、風速が 5m/s 以上の場合は、墜落の危険が生じる

ため、現場において気象条件の確認を行い飛行可能か判断し、撮影を実施した。その結果、

これまでは容易に確認できなかった堰堤の表側や近接による各箇所の状況が詳細に確認で

き、良好な成果を得ることができた。 

 

 

 

 

 

写⑫石抱砂防堰堤 全景   写⑬ 石抱砂防堰堤 左岸袖部    写⑭ 石抱砂防堰堤 右岸 

 

4．まとめ 

作業の安全は、事前の準備と一人一人の安全意識の向上が無事故に繋がるのだと思う。 

安全意識の向上は、作業従事者同士の「声の掛け合い」などにより高まっていくのでないか

と考えている。また、初めて採用したマルチコプターによる施設状況把握は、安全に良好な成

果を得ることが確認できた。今後は、災害現場等での活躍も期待でき、多いに使用頻度が高ま

るものと考えている。 

地区名 件名 作業機関 主任技術者

作業予定日 ・日時 10時30分～11時30分2015年6月29日

石抱砂防堰堤(大蔵村)

フ　ラ　イ　ト　計　画　図

角川・銅山川流域砂防施設等状況把握業務 八鍬清一双葉建設コンサルタント

★：ホームポイント

線：飛行経路

線：撮影範囲

線：撮影ポイント(方向)

注意点：堰堤周辺を撮影重視

低空にて撮影


